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No.441
人 口	 18,999 人 [681] (+8 [-14])
男 	 9,618 人 [281] (+2 [　-8])
女 	 9,381 人 [400] (+6 [　-6])

世帯数	 8,027 戸 [376] (+3 [　-7])

※内、[　] は外国人数
※平成24年7月9日か
ら人口・世帯数は外
国人住民を含んだ数

まちの動き 6 月 1日現在（前月比）

7 月 号

青空と緑と産業の町
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国
保
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民窓口課
☎275-8264

国民健康保険
加入世帯 2,728世帯
被保険者 4,867人

平成26年5月末現在

No.77

◎
特
別
徴
収（
年
金
天
引
）

　

７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◎
普
通
徴
収

   （
納
付
書
納
付
・
口
座
振
替
）

　

普
通
徴
収
の
方
は
、一
年
間
の
保

険
料
を
７
月
～
翌
年
２
月
の
８
回

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
へ
は
、７
月
の
中

旬
に
保
険
料
決
定
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。納
付
書
納
付
の
方
へ
は
、

保
険
料
決
定
通
知
書
と
納
付
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、期
限
ま
で
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、①
医
療
費
の
支
出
に
充
て

る「
医
療
保
険
分
」、②
後
期
高
齢
者（
長
寿
）医
療
制

度
に
充
て
る「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」、③
介
護
納

付
金
に
充
て
る「
介
護
保
険
分
」（
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
方
が
対
象
）を
合
計
し
た
額
と
な
り
ま
す
。ま

た
、そ
れ
ぞ
れ
に「
所
得
割
額
」、「
資
産
割
額
」、「
被

保
険
者
均
等
割
額
」、「
世
帯
別
平
等
割
額
」が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、保
険
税
額
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
ご
と
に

「
限
度
額
」が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。計
算
上
、限
度
額

を
超
え
る
金
額
と
な
っ
た
場
合
は
、区
分
ご
と
に
定

め
ら
れ
た
限
度
額
が
保
険
税
と
な
り
ま
す
。

　

各
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
額
が
決
ま
っ
た
ら
、

町
か
ら
7
月
中
に
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
は
、国
か
ら

の
補
助
金
と
合
わ
せ
て
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

や
後
期
高
齢
者
支
援
金
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
が
、国

か
ら
の
補
助
金
が
あ
っ
て
も
医
療
費
の
増
加
と
と
も

に
、保
険
税
の
負
担
も
増
え
て
い
ま
す
。保
険
税
は
、

国
民
健
康
保
険
制
度
を
運
営
し
て
い
く
う
え
で
、と

て
も
大
切
な
財
源
で
す
の
で
、必
ず
期
限
内
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
が
平
成
27
年
7
月
31

日
ま
で
の
新
し
い
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証（
保
険
証
）」は
薄
紫
色
で
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
様
の
お
手
元
に

は
7
月
下
旬
に
は
簡
易
書
留
に
て

郵
送
さ
れ
、お
手
元
に
届
い
た
日
か

ら
使
え
ま
す
。現
在
お
使
い
の
保
険

証
は
、8
月
以
降
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

古
い
保
険
証
は
、個
人
情
報
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、裁
断
す
る

な
ど
し
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

7
月
に
、今
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、前
年
の

年
金
や
給
与
・
農
業
・
不
動
産
と

い
っ
た
収
入
に
基
づ
い
て
、下
の
図

の
方
法
で
算
定
さ
れ
ま
す
。4
月
か

ら
翌
年
3
月
ま
で
の
1
年
間
分
を

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
方
法
に
応
じ
た

納
期
回
数
で
除
し
た
金
額
で
各
期

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

～保険料には軽減措置があります～
保険料の「均等割額」は一人一人に一律に賦課されますが、特に所得の低い世帯の方には次の軽減措置があります。

軽減割合 同一世帯の被保険者および世帯主の総所得金額 軽減後の
均等割額

9割軽減 「33万円（基礎控除額）を超えない世帯で被保険者全員が
年金収入80万円以下（その他各種所得がない場合）」の世帯 4,049円

8.5割軽減 「33万円（基礎控除額）」を超えない世帯 6,074円

5割軽減 「33万円（基礎控除額）＋24万5千円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 20,245円

2割軽減 「33万円（基礎控除額）＋45万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 32,392円

※公的年金を受給されている 65 歳以上の方は判定時に 15 万円が控除されます。

　「所得割額」を負担する方のうち、基礎控
除後の総所得金額等が58万円以下の方は、
所得割額が一律５割軽減されます。

　後期高齢者医療保険に加入される前日に社会
保険の被扶養者であった方は、均等割額が９割
軽減され、所得割額が課せられません。
※国民健康保険は対象外です。

平
成
26
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

保険料の算定方法
均等割額 40,490 円

所得割額
（所得ー 33万）×7.86%

年間の保険料
（限度額57万）

+
=

簡
易
書
留

４０９－３８６４
山梨県中巨摩郡昭和町
押越５４２番地２

昭和町役場
山梨県中巨摩郡昭和町押越５４２－２
〒４０９－３８８０
TEL055-275-8264

昭和　太郎　様

（差出元及び返還先）

↓　ここを折ってゆっくりとはがしてください

被 保 険 者 名

被保険者番号

負 担 割 合

有 効 期 限

昭和　太郎

３割

０１２３４５６７

平成２７年　７月３１日

後期高齢者医療被保険者証
被 保 険 者 番 号　０１２３４５６７
住 　 　 　 　 所   中巨摩郡昭和町押越５４２番地２

氏 　 　 　 　 名   昭和　太郎
生　年　月　日
資格取得年月日
発　行　期　日
交 付 年 月 日
一部負担金の割合　　　　　　　　　１割

保 険 者 番 号　3 9 1 9 3 8 4 2
保　険　者　名　山梨県後期高齢者医療広域連合

　　　　　　性　別　男
昭和１１年　１月　１日
平成２３年　１月　１日
平成２３年　１月　１日
平成２６年　８月　１日

有効期限 平成２７年７月３１日

保
険
証
は
、右
の
写
真
の
よ
う
な
用
紙
で
送
ら
れ
ま
す
。

お
手
元
に
届
い
た
ら
、薄
紫
色
の
保
険
証
の
部
分
を
、ゆ
っ
く
り
剥は

が
し
て
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法

期
限
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す

納
付
方
法
の
種
類
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
は
、病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、加
入
者
が
保

険
税
を
出
し
合
い
、お
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　

本
町
の
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、医
療
技
術
の
進
歩
や
高
齢
化
の
進
行
、高
度
な
診
療
に
よ
る
医
療
費

の
増
加
等
に
よ
り
、年
々
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
安
定
し
た
国
民
健
康
保
険
制

度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、下
表
の
と
お
り
の
保
険
税
に
な
り
ま
し
た
。加
入
者
の
皆
様
に
は
ご
負
担
を

お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区　分 種　類 説　明 平成 25 年度
（変更前税率）

平成 26 年度
（変更後税率） 比　較

医療保険分

所得割 課税所得×税率 6.20% 6.20% （据え置き）
資産割 固定資産税×税率 23.00% 23.00% （据え置き）
被保険者均等割 加入者 1 人当たり 25,700 円 25,700 円 （据え置き）
世帯別平等割 1 世帯当たり 25,300 円 25,300 円 （据え置き）
限度額 1 世帯当たり 51 万円 51 万円 （据え置き）

後期高齢者
支援金分

所得割 課税所得×税率 1.40% 1.60% ＋ 0.20%
資産割 固定資産税×税率 9.00％ 9.00％ （据え置き）
被保険者均等割 加入者 1 人当たり 8,700 円 8,700 円 （据え置き）
世帯別平等割 1 世帯当たり 7,500 円 7,500 円 （据え置き）
限度額 1 世帯当たり 14 万円 16 万円 2 万円 増

介護保険分

所得割 課税所得×税率 1.30% 1.50% ＋ 0.20%
資産割 固定資産税×税率 5.70% 5.70% （据え置き）
被保険者均等割 加入者 1 人当たり 8,000 円 9,000 円 1,000 円 増
世帯別平等割 1 世帯当たり 5,500 円 6,500 円 1,000 円 増
限度額 1 世帯当たり 12 万円 14 万円 2 万円 増

〜平成 26 年度保険税の変更内容〜

～
７
月
は
保
険
証
の
更
新
の
月
で
す
～

新
し
い
保
険
証
を
交
付
し
ま
す

その他の軽減措置

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

算
定
方
法
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廃
食
油
回
収
キ
ャ
ラ
バ
ン

じ
ど
う
か
ん「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
大
会
」

押
原
中
学
校　

有
価
物
回
収

小
中
高
連
携
あ
い
さ
つ
運
動

問
い
合
わ
せ　
押
原
中
学
校
（
☎
2
7
5
‐
2
0
4
0
）

問
い
合
わ
せ	

主
催
：
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ま
な
し

（
☎
２
４
３
‐
６
３
２
８
、
コ
ー
プ
や
ま
な
し
内
）

	

後
援
：
人
と
環
境
す
っ
き
り
し
ょ
う
わ
、
昭
和
町
（
☎
２
７
５
‐
８
３
５
５
）

問
い
合
わ
せ	

押
原
小
学
校	（
☎
２
７
５
‐
２
０
５
３
）	

西
条
小
学
校	（
☎
２
７
５
‐
６
１
０
０
）

　

	

押
原
中
学
校	（
☎
２
７
５
‐
２
０
４
０
）	

甲
府
昭
和
高
校	（
☎
２
７
５
‐
６
１
７
７
）

問
い
合
わ
せ	

押
原
児
童
館	（
☎
２
７
５
‐
６
４
６
２
） 	

西
条
児
童
館	（
☎
２
７
５
‐
９
６
１
６
） 

	

常
永
児
童
館	（
☎
２
７
５
‐
０
３
５
８
）	

児
童
セ
ン
タ
ー	（
☎
２
３
３
‐
１
１
５
２
）

 

運
動
期
間

　

７
月
７
日（
月
）～
11
日（
金
）

　

※	

初
日
と
最
終
日
は
、押
原
小
学
校
で
押
原
小
学
校
と
押
原

中
学
校
、西
条
小
学
校
で
西
条
小
学
校
と
甲
府
昭
和
高
校

の
児
童
生
徒
が
、合
同
で
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

 

運
動
内
容

　

○
各
校
正
門
で
の
呼
び
か
け
運
動

　
　
（
午
前
７
時
50
分
～
８
時
15
分
）

　

○
登
校
中
の
あ
い
さ
つ
の
実
践

 

実 

施 

校

　

押
原
小
学
校
、西
条
小
学
校
、

　

押
原
中
学
校
、甲
府
昭
和
高
校

　
※	

常
永
小
学
校
は
６
月
下
旬
に
単
独
で
実
施
し
ま
し
た

　

７
月
７
日（
月
）か
ら
11
日（
金
）ま
で
の
一
週
間
、町
内
の
小
中
高
校
で
は
、「
キ
ャ

リ
ア
教
育
」の
一
環
と
し
て「
あ
い
さ
つ
運
動
」に
取
組
み
ま
す
。期
間
中
、児
童
会
・
生

徒
会
の
児
童
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
、各
校
の
正
門
等
で
あ
い
さ
つ
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
す
。

　

朝
の
忙
し
い
時
間
で
す
が
、町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、子
供
た

ち
へ
ぜ
ひ
声
を
掛
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、運
動
に
ご
賛

同
い
た
だ
け
る
方
は
、自
宅
や
登
下
校
の
見
送
り
な
ど
、そ
れ
ぞ

れ
の
身
近
な
場
所
で「
あ
い
さ
つ
」を
お
願
い
し
ま
す
。

　

子
供
た
ち
と
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
で
、気
持
ち
の
よ
い
一
日
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

　

児
童
館
及
び
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
ど
も
た
ち
が
企
画
運
営
す
る
、夏
休
み
恒
例
の

イ
ベ
ン
ト「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。「
ピ
ッ
チ
ン
グ
」や「
ビ
ー

玉
さ
ら
う
つ
し
」な
ど
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。み
ん
な
、新
記
録
目

指
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、大
会
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎キャリア教育（児童生徒キャリア育成推進事業）
　社会の中での自らの役割を果たしながら、自分らしい生き
方を実現できる「生きる力」を備えることを目的とした教育
で、文部科学省が実施校を指定します。
　昭和町では、平成21年度から23年度まで、押原小学校・押
原中学校・甲府昭和高校の３校が指定を受け、小中高で連携
し教育研究に取り組んできました。平成24年度からは指定
終了となりましたが、西条小学校と常永小学校を含む町内全
ての学校に連携の輪を広げ、引き続き児童生徒の相互交流や
人間形成能力の育成などの教育に取組んでいます。

  

実

施

日

７
月
19
日（
土
）

  

回
収
場
所
・
時
間　
　
［
昭
和
町
会
場
］昭
和
町
役
場
正
面
玄
関
前　

午
前
11
時
～
正
午

  

当
日
の
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廃
食
油
再
利
用
に
関
す
る
説
明

  

回
収
で
き
る
油

　
○  

家
庭
用
で
使
用
済
み
に
な
っ
た
天
ぷ
ら
油（
廃
食
油
）

　
○  

賞
味
期
限
切
れ
の
天
ぷ
ら
油

  

注
意
事
項

　
○  

業
務
用
の
油
は
、回
収
し
ま
せ
ん
。

　
○  

賞
味
期
限
切
れ
の
天
ぷ
ら
油
は
、そ
の
ま
ま
の
容
器
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
○  

廃
食
油
に
含
ま
れ
る
ラ
ー
ド
や
天
カ
ス
は
、取
り
除
い
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
○  

回
収
時
に
発
生
す
る
外
箱
・
空
容
器
は
、持
ち
帰
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

押
原
中
学
校
生
徒
会
及
び
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、毎
年
地
域
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き

「
有
価
物
回
収
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。昨
年
か
ら
、８
月
末
で
は
な
く
７
月
に
実
施
し
て

お
り
、今
年
も
７
月
20
日（
日
）に
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、今
回
も
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
域
で
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
が
廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
中
で
、廃
棄
物
の

再
利
用
と
し
て
、廃
食
油
を
再
使
用
し
て
、バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

輌
の
軽
油
代
替
燃
料
）と
し
て
利
用
す
る
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、昭
和
町
役
場
ほ
か
県
内
５
カ
所
で「
廃
食
油
」や「
賞
味
期
限
切
れ
天
ぷ
ら

油
」の
回
収
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
い
ま
す
の
で
、お
近
く
の
会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
大
会

　
日　
時　

	

７
月
25
日（
金
）　

	

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
場　
所　

	

総
合
会
館　
軽
運
動
室 

　
　

	

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。

	

　
直
接
会
場
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

　
対　
象　

	

町
内
在
住
の
小
学
生 

大
会
ス
タ
ッ
フ
募
集 

　
対　
　
象　
小
学
５
年
生
～
高
校
生 

　
協
力
日
時　
７
月
25
日（
金
）　

	

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

　
応
募
締
切　
７
月
18
日（
金
） 

　
申
し
込
み　
各
児
童
館
ま
た
は
児
童
セ
ン
タ
ー

  

日
　      

時　
　

　

７
月
20
日（
日
）午
前
８
時
～

※
小
雨
決
行
。中
止
の
場
合
は
午
前
７
時
に
地
区
放
送
。

  

回
収
す
る
品

  

注
意
事
項

　
○  

瓶
・
缶
は
洗
っ
て
中
身
を
空
に
す
る

　
○  

缶
は
つ
ぶ
さ
ず

4

4

4

4

種
類
別
に
分
け
る

　
○  

段
ボ
ー
ル
は
紙
ひ
も
か
紙
ガ
ム
テ
ー
プ
で
束
ね
る

       （
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
は
、再
利
用
で
き
な
い
た
め
、使
わ
な
い
）

　
○  
牛
乳
パ
ッ
ク
は
洗
っ
て
、開
い
て
、束
ね
て
出
す

　
○  

詳
し
く
は
地
区
回
覧
板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

①②③④⑤⑥
瓶

類

缶

類

新

聞

雑

誌

段
ボ
ー
ル

牛
乳
パ
ッ
ク

…
ビ
ー
ル
瓶（
大
）、一
升
瓶（
青
・
茶
色
の
み
）

…
ア
ル
ミ
缶
、ス
チ
ー
ル
缶

…
新
聞
紙
、新
聞
折
り
込
み
広
告

…
本
、雑
誌

廃
食
油
の
回
収
、バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
給
油
車
輌
の
展
示
、
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○
警
察
官
Ａ（
平
成
27
年
4
月
採
用
）

	

男
性	

20
名
程
度

	

武
道
指
導	

2
名
程
度

	

女
性　
　

	

2
名
程
度

　
○
警
察
官
Ｂ（
平
成
27
年
4
月
採
用
）

	

男
性	

23
名
程
度

	

女
性　
　

	

4
名
程
度

　
　

7
月
28
日（
月
）〜
8
月
22
日（
金
）

　
　
　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
電
子
申
請
は
、

　
　
　
　
８
月
15
日（
金
）締
め
切
り

　
　

　
　

９
月
21
日（
日
）

問
い
合
わ
せ
・
試
験
案
内
請
求
先

 

・ 

山
梨
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
担
当

	

（
☎
2
2
1
‐
0
1
1
0
）

 

・ 

採
用
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

	

（　
０
１
２
０
‐
３
１
４
‐
８
７
４
）

 

・ 

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
局

	

（
☎
2
2
3
‐
1
8
2
1
）

 

・ 

山
梨
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http

：//w
w

w
.pref.

　

yam
anashi.jp/police

問い合わせ
・	 自衛隊　南アルプス募集センター （☎283‐5150）
・	 自衛隊山梨地方協力本部　募集課 （☎253‐1591）
・	 自衛隊山梨ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

募 集 種 目 募集人員 資　　格 受付期間

航空学生 海　約７０名※＊
空　約４０名※＊

高卒（見込含）
２１歳未満の方 ８月１日～９月９日

一般曹候補生
陸　約２,１００名※＊
海　約１,０００名※＊
航　   約７５０名※＊

18歳以上
27歳未満の方

8月1日〜9月9日

自衛官候補生
男子

陸　約 5,340 名＊
海　約　 895 名＊
航　約 1,435 名＊

年間を通じて受付
※平成27年４月の入
隊希望は９月９日締切

女子
陸　約　 500 名＊
海　約　　 80 名＊
航　約　 130 名＊

８月１日～９月９日

防衛大学校
学生

推薦
人文・社会科学専攻

約20名※
理工学専攻

約80名※

高卒（見込含）21歳未満の成績優
秀かつ生徒会活動等に顕著な実績
を修め、学校長が推薦できる方 ９月５日～９月９日

総合
選抜

人文・社会科学専攻
及び理工学専攻合計

約40名※ 高卒（見込含）
21歳未満の方

（自衛官は23歳未満）一般
（前期）

人文・社会科学専攻　
約65名※

理工学専攻  約235名※
９月５日～９月３０日

防衛医科大学校

医学科
学生 約80名

高卒（見込含）
２１歳未満の方 ９月５日～９月３０日

看護学
科学生 約75名

高等工科学校
生徒

推薦 約60名
男子で中卒（見込含）１７歳未満の成績
優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績
を修め、学校長が推薦できる方

１１月１日～１２月5日

一般 約260名 男子で中卒（見込含）
１７歳未満の方

　１１月１日～
平成２7年１月9日

貸費学生 技術 陸・海・空　各約10名

大学の理学部、工学部の３・４年次又
は大学院（専門職大学院を除く）修士
課程在学（正規の修業年限を終わる年
の４月１日現在で２６歳未満（大学院修
士課程在学者は２８歳未満）の方

　１２月１日～
平成２７年１月９日

　

平
成
26
年
度
第
2
回
目
山
梨
県
警
察
官
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

※印の募集人員は、募集人員内に女子枠の設定あり。
＊印の募集人員は、平成25年度の参考数です。

自
衛
官
等
募
集

警
察
官
採
用
試
験

受
付
期
間

第
１
次
試
験
日

　

受
付
期
間	

7
月
22
日（
火
）～
8
月
11
日（
月
）

 

※	

郵
送
も
し
く
は
役
場
総
務
課
窓
口
に
て
受
付

	

（
平
日　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

 

※	「
や
ま
な
し
申
請
・
予
約
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト（
や
ま

な
し
く
ら
し
ね
っ
と
）」で
も
受
付

 	

た
だ
し
8
月
5
日（
火
）午
後
5
時
15
分
締
切
り

 
※	「
試
験
案
内
」は
7
月
15
日（
火
）か
ら
役
場
総
務
課

窓
口
に
て
配
布

［
第
一
次
試
験
］

　

日　
　

時	

9
月
21
日（
日
）午
前
9
時
～

　

場　
　

所	

山
梨
大
学　

甲
府
西
キ
ャ
ン
パ
ス

		


（
甲
府
市
武
田
四
丁
目
4
番
37
号
）

　

試
験
内
容	

教
養
試
験〔
択
一
式
〕、事
務
適
性
検
査
、

		


一
般
性
格
診
断
検
査

［
第
二
次
試
験
］

　

日　
　

時	

10
月
27
日（
月
）

　

場　
　

所	

昭
和
町
役
場

　

試
験
内
容	

論
述
試
験〔
記
述
式
〕、口
述
試
験〔
面
接
〕

　

平
成
26
年
度
の
昭
和
町
職
員（
一
般
行
政
職
）採
用
に
あ
た
り
、採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

職種 区分 受験資格 住所要件 採用
予定者数

事務職

Ⅰ

昭 和61年4月2日 から
平成5年4月1日までに
生まれの方で、大学を
卒業した方及び卒業見
込みの方並びにこれら
と同程度の学力を有す
る方

次のいずれかに該当すること
 ・	平 成26年4月1日 以 前 か

ら昭和町に住所を有し、か
つ住民基本台帳に記載さ
れていること

 ・	保護者（親）が平成26年4
月1日以前から昭和町内に
住所を有し、受験者は勉学
等のため一時的に他市区
町村へ転出しているが、採
用後昭和町内に継続して
居住することが確実なこと

若干名

Ⅱ

平成元年4月2日から平
成9年4月1日までに生
まれの方で、高校を卒業
した方及び卒業見込の
方並びにこれらと同程
度の学力を有する方

昭
和
町
職
員
採
用
試
験

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
総
務
係
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

申
し
込
み

第
１
次
試
験

募
集
種
目
・
採
用
予
定
人
員

受
験
申
込
書
の
配
布
・
申
し
込
み

採
用
予
定
人
員
等

甲
府
地
区
消
防
職
員
採
用
試
験

試験区分
受験資格

高等
学校

平成5年4月2日
以降に生まれた方

短期
大学
専修
学校

平成3年4月2日
以降に生まれた方

大学 平成元年4月2日
以降に生まれた方

平成26年7月11日以前
から甲府市、甲斐市（旧
竜王町・旧敷島町に限
る）、中央市、昭和町に
住んでいるなどの条件
あり

問
い
合
わ
せ　
甲
府
地
区
消
防
本
部
人
事
課（
☎
2
2
2
‐
1
2
4
9
）

試
験
内
容

      

試
験
日

	

8
月
2
日（
土
）

      

会　
　

場	

山
梨
県
立
大
学　

池
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　

	

（
甲
府
市
池
田
一
丁
目
6
番
1
号
）

    

1
受
験
申
込
書

      

配
布
期
間	

6
月
16
日（
月
）
～
7
月
11
日（
金
）

      

配
布
場
所	

甲
府
地
区
消
防
本
部
人
事
課
・
中
央
消
防
署
・
南
消
防
署
・

西
消
防
署
・
甲
府
市
役
所
・
甲
斐
市
役
所
・
中
央
市
役
所
・

昭
和
町
役
場

      

郵
送
請
求	

甲
府
地
区
消
防
本
部
人
事
課
あ
て
に
、郵
送
を
希
望
す
る
旨

を
明
記
し
た
封
筒
に
、返
信
用
封
筒（
A
4
用
・
送
付
先
記

入
・
1
2
0
円
切
手
貼
付
）を
同
封
し
郵
送

    

2	

申
し
込
み

      

受
付
期
間	

6
月
27
日（
金
）
～
7
月
11
日（
金
）

（
平
日　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

      

受
付
場
所	

甲
府
地
区
消
防
本
部
人
事
課

      

採
用
予
定
人
員　
　

消
防
吏
員（
消
防
士
）　

14
名
程
度

採
用
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
等
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情
報
公
開
制
度
は
、
町
が
保
有
す

る
行
政
情
報

4

4

4

4

を
、
町
民
の
皆
様
か
ら

の
請
求
に
応
じ
て
公
開
す
る
制
度
で

す
。
ま
た
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、

町
が
保
有
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報

4

4

4

4

4

4

4

4

を4

、
本
人
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
開

示
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
平
成
25
年
度
中
の

実
施
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

○
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く

　
開
示
請
求

　
【
町
長
部
局
】　　
一
部
開
示
２
件

　
【
教
育
委
員
会
部
局
】

　
　
　
　
　
　
　
　
開
示
請
求
な
し

○
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く

　
開
示
請
求

　
【
町
長
部
局
】　　
一
部
開
示
３
件

　
【
教
育
委
員
会
部
局
】

　
　
　
　
　
　
　
　
開
示
請
求
な
し

　

ま
た
、
町
で
は
、
次
の
３
名
の
方

を
「
昭
和
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
委
員
」
と
し
て
委
嘱
し

ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
26
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

の
２
年
間
で
す
。

　

委
員
の
方
々
に
は
、
情
報
公
開
や

個
人
情
報
の
開
示
の
可
否
を
審
議
い

た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○
風か

ざ
ま間 

辰た
つ
お男 

氏
（
河
東
中
島
）

○
鷹た

か
の野 

高た
か
こ子 

氏
（
飯　
　
喰
）

○
吉よ

し
ざ
わ澤 

宏こ
う
じ治 

氏
（
弁　
護　
士
）

問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
政
策
秘
書
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

「
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
」

開
示
件
数
報
告

及
び
審
査
会
委
員
紹
介

開
示
件
数
報
告

審
査
会
委
員
紹
介

春の褒
ほうしょう

章　藍
らんじゅほうしょう

綬褒章　受章

　

５
月
16
日（
金
）、４
月
29
日
付
け
で
国
か

ら
発
令
さ
れ
た「
春
の
褒
章
」の
伝
達
式
が

行
わ
れ
、本
町
西
条
二
区
の
石
原
政
彦
氏
と

宮
内
啓
友
氏
が
、藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　

石
原
氏
は
、平
成
４
年
に
、受
刑
者
や
非
行

少
年
な
ど
の
立
ち
直
り
を
見
守
り
助
言
す
る

「
保ほ

ご

し
護
司
」に
就
任
。以
来
、22
年
の
永
き
に
わ

た
っ
て
青
年
た
ち
を
見
守
り
続
け
、相
手
の
事

情
に
共
感
し
信
じ
る
気
持
ち
で
、彼
ら
の
社
会

復
帰
の
後
押
し
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
内
氏
は
、歯
科
用
器
材
材
料
や
医
薬
品
等

を
扱
う
会
社
を
経
営
す
る
と
と
も
に
、日
本
歯

科
用
品
商
協
同
組
合
連
合
会
長
を
務
め
、数
多

く
の
講
演
や
講
義
も
精
力
的
に
行
う
な
ど
、永

年
に
わ
た
り
歯
科
分
野
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

お
二
方
か
ら
は
、支
え
て
く
れ
た
家
族
や
仲

間
、更
生
し
た
青
年
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伺
い
ま
し
た
。ま
た
石
原
氏
か
ら
、道
を
外

し
た
人
を
見
守
れ
る
社
会
に
な
っ
て
欲
し
い

と
、社
会
へ
の
願
い
も
伺
い
ま
し
た
。

藍
綬
褒
章
（
ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う
）

天
皇
陛
下
か
ら
授
与
さ
れ
る
栄
典
の
一
つ
。

公
共
の
利
益
に
貢
献
し
た
方
に
贈
ら
れ
、
教

育
、
医
療
、
社
会
福
祉
、
産
業
振
興
等
の
分

野
で
公
衆
の
利
益
を
興
し
た
方
又
は
保
護
司
、

民
生
・
児
童
委
員
、
調
停
委
員
等
の
事
務
に

尽
力
し
た
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

「
人
と
環
境
す
っ
き
り
し
ょ
う
わ
」
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

　
「
人
と
環
境
す
っ
き
り
し
ょ
う
わ（
杉
浦
彊
会
長
）」は
、平
成
17
年
2
月
、町
が
町
民
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
委
嘱
し
た『
昭
和
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
』が
、

2
年
間
の
任
期
を
終
え
た
あ
と
も
、ま
ち
づ
く
り
活
動
を
続
け
た
い
有
志
が
あ
つ
ま
り
、

平
成
19
年
8
月
に
設
立
し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

人
と
環
境

　
す
っ
き
り
し
ょ
う
わ
の
活
動

町
民
と
行
政
の

　
　
　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

で
き
る
ひ
と
が 
で
き
る
と
き
に

で
き
る
こ
と
を

　

メ
ン
バ
ー
は
21
人
。昭
和
町
を
愛
し
、会
の

名
の
と
お
り
、何
事
も
す
っ
き
り
と
美
し
く
し

た
い
仲
間
の
集
ま
り
で
す
。「
助
け
合
い
の
精

神
が
人
を
幸
せ
に
す
る
」と
い
う
考
え
の
も

と
、農
業
振
興
、ひ
と
づ
く
り
、環
境
美
化
、地

球
温
暖
化
防
止
活
動
、緑
化
推
進
な
ど
の
活
動

を
進
め
な
が
ら
、人
と
人
、人
と“
自
然
に
在
る

も
の
”の
助
け
合
い
を
促
進
し
、誰
も
が
住
み

続
け
た
く
な
る
夢
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
気
張
ら
ず
に「
で
き
る
ひ
と
が
、で

き
る
と
き
に
、で
き
る
こ
と
を
」実
践
し
て
い

ま
す
。

　

7
月
19
日（
土
）は
、バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山
梨
主
催
の
廃
食
油
回
収
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
町
と
共
に
応
援
し
、昭
和
町
役
場
前

で
回
収
作
業
を
い
た
し
ま
す
。皆
さ
ん
も
、使
わ

な
く
な
っ
た
廃
油
は
、流
し
台
に
捨
て
ず
に
、当

日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
関
連
記
事
５
頁
）

　

町
で
は
、現
在
第
3
次
行
財
政
改
革
の
一
環

と
し
て
、地
域
力
向
上
や
地
域
の
活
性
化
を
図

る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
す
っ
き

り
し
ょ
う
わ
」の
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。「
で
き
る
ひ
と
が
、で
き
る
と
き
に
、で
き

る
こ
と
を
」実
践
し
、み
ん
な
で
住
み
よ
い
町

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

会
で
は
、昭
和
町
の

農
業
振
興
や
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
施
策

に
協
力
し
、町
や
町
議

会
、区
長
会
の
後
援
に

よ
る
環
境
講
演
会
や

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
普

及
さ
せ
る
活
動
も
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。毎
年
、昭
和
町
ふ
る

さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
参
加
し
、環
境
美
化
、

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の
一
環
と
し
て
、「
手

作
り
マ
イ
バ
ッ
グ
」コ
ー
ナ
ー
や
、地
球
温
暖

化
ク
イ
ズ
な
ど
の
、啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。町
主
催
の
エ
コ
し
ょ
う
わ
に
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
、町
民
と
行
政
と
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、①
荒
廃
農
地
を
守
る
活
動
、

②
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
、③
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
を
普
及
す
る
活
動
、④
河
川
等
の
環

境
美
化
活
動
で
す
。

　

ま
た
、毎
年
、第
2
上
河
東
保
育
園
の
子
供

た
ち
と
一
緒
に
さ
つ
ま
い
も
を
植
え
、焼
き
芋

大
会
を
開
い
た
り
、常
永
小
・
西
条
小
学
校
児

童
、第
2
上
河
東
・
押
原
保
育
園
児
と
一
緒
に
、

酒
米「
山
田
錦
」を

育
て
た
り
、農
業
体

験
学
習
を
通
じ
て
、

子
供
た
ち
の
健
全

育
成
や
昭
和
町
ブ

ラ
ン
ド
開
発
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

▶町長と語らいのとき
　日時：7月2日（水） 

午後1時30分～4時
　場所：役場町長室
　＊前日までにご連絡ください

（総務課 ☎275-8153）

▶消費生活無料相談（※）
　日時：7月11日（金） 

午前10時～正午
　場所：役場別棟2階小会議室

（企画財政課 ☎275-8154）

▶行政相談（※）
　日時：7月16日（水） 

午後1時～3時
　場所：中央公民館2階

（企画財政課 ☎275-8154）

▶教育相談（※）
　日時：祝日を除く火・水・木

の午前9時～午後4時 
　場所：中央公民館2階
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）

▶心配ごと相談
　日時：7月9日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会
　＊あらかじめご連絡ください
　（町社会福祉協議会 

☎275-0640）

▶結婚相談（※）
　日時：7月12日（土） 

午後1時30分～4時
　場所：総合会館2階
（町結婚相談所 ☎275-1881）

▶障害者相談員出張相談（※）
　日時：7月8日（火）・25日

（金）午前9時～正
午、午後1時～4時

　場所：総合会館1階
　� （福祉課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です 
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：7月17日（木）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお
気付きのことをお寄せください
・ホームページ
　http://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
・郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2
　　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相談日

ご意見

石
いしはら

原 政
まさひこ

彦 氏（76 歳・西条二区）宮
みやうち

内 啓
ひろとも

友 氏（63 歳・西条二区）
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町内の「地域情報」を紹介するコーナーです。
　あなたの身近な話題、お待ちしています♪
（企画財政課 広報担当 ☎ 275-8154、kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp）

まちのわだい

　今年も5月下旬から6月上旬にかけて、町内各所
で源氏蛍が見られました。
　西条新田の風土伝承館杉浦醫院では、庭園の泉
水に放流された蛍の幼虫が羽化。5月25日（日）
と6月3日（火）には、「第4回杉浦醫院ホタル観賞
会」と「第3回昭和町ホタル夜会」が開かれ、多くの
人が蛍の光を求めて訪れました。
　また、川辺に藪

やぶ
の残る紙漉阿原の小川では、かつ

て放流され定着した蛍が、今年も確かな輝きを放
っていました。

観ましたか？蛍の光

美味しいお酒
4 4

にな～れ
　5月下旬から６月
にかけて、町内の田ん
ぼでお田植えが行わ
れました。
　自主活動グループ

「人と環境すっきりし
ょうわ」では、西条小
学校、常永小学校、第
二上河東保育園、押原
保育園の児童園児た
ちと共に、酒造り用の
お米、酒

さかまい
米 山

やまだにしき
田錦を

お田植えしました。
　慣れない田んぼに
入った子供たちは、手
足や顔を泥んこにし
ながら、一生懸命植え
ていました。

みんなであそぼう
　5月14日（水）、総合会館で、親子のふれあい遊び体験イベ
ント「じどうかん　みんなであそぼう」が開催されました。
　大勢の親子が訪れ、リズムに合わせて体を動かしたり、大
きなバルーン（気球生
地）を使った遊びなど
で、ふれあい楽しんで
いました。
　なお、「みんなであ
そぼう」は、毎月第２・
４水曜日、各児童館等
でも開催しています
ので、お気軽にお越し
ください。

（開催日は広報カレン
ダーに掲載）

初夏の花
　早くも猛暑日となった5月。
押原公園では、バラのトンネル
が満開に咲きました。
　また梅雨入りした６月には、
山
やんぶしがわ

伏川のアジサイも満開を迎
えました。

がんばりました準優勝！

　5月、第65回山梨県市町村対抗軟式野球大会が開催され、
昭和町チームが、昨年に続き準優勝の成績を収めました。
　昭和町は、過去6年間で4回も準優勝を果たす実力ぞろい
のチームです。「今年こそ優勝！」と臨んだ決勝戦は、昨年も
優勝を争った南アルプス市と対戦。先制点を奪い善戦しま
したが、及ばず2-6で試合終了。優勝を逃しましたが、大きな
市を相手に奮戦する選手たちは、小さくても元気な昭和町
そのもの。皆さん、これからもどうぞご活躍ください！

善意ありがとうございます
　５月７日（水）、武田消毒株式会社様から、「町政にお役立
てください」と、金50万円の寄付をいただきました。
　また、町から、「昭和町私財寄付者等への感謝状贈呈要綱」
に基づき感謝状が贈られました。善意ありがとうございま
した。

夏の装い❀

　梅雨の晴れ間の6月4日（水）、町立図書館南側の花壇「ポケ
ットガーデン」に、夏の花が植えられました。
　苗は、町内に事業所を持つ中日本ハイウェイ・エンジニア
リング東京株式会社様から、社会貢献活動の一環として、平
成23年から毎年無償で提供いただいています。植え付けは、
花壇を無償で管理いただいている峡中広域シルバー人材セ
ンターの皆さんと、近くの押原保育園の園児も参加し、和気
あいあいと庭仕事を楽しみました。

▲ 武田消毒株式会社様から町へ 50 万円が寄付され

町から武田消毒株式会社様へ感謝状が贈られました

▲山伏川のアジサイ
押原公園のバラ 

▲

▲ お田植えする保育園児

▲ 母屋玄関での音楽演奏（ホタル夜会） ▲ こわ～い楽しい肝試し（ホタル鑑賞会）

▲ 蛍と地方病をテーマに
した紙芝居（ホタル夜会）

▲ 光り輝く蛍（紙漉阿原）
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